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平
成
25
年
度
の
町
政
運
営
全
般
に
つ
き
ま

し
て
、
そ
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
綾
川
町
の
町
政
の
舵
取
り
に
携
わ
り
、

２
期
目
の
任
期
４
年
目
を
迎
え
、
節
目
の
年

に
あ
た
り
ま
す
事
か
ら
、
全
身
全
霊
を
持
っ

て
町
政
運
営
に
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
ま
す

｢

第
２
次
５
ヵ
年
計
画｣

｢

行
政
改

革
大
綱｣

に
基
づ
き
健
全
な
る
行
財
政
運
営

を
基
本
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
現
下
の
新

政
権
に
お
け
ま
す
経
済
政
策
等
を
は
じ
め
各

施
策
が
出
さ
れ
る
中
、
こ
れ
ら
の
情
勢
に
適

応
し
、
ま
た
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
計
画
等
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
将
来

に
わ
た
り
町
民
の
幸
せ
、
町
の
発
展
、
振
興

を
考
え
推
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

｢

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針｣

に
掲
げ
て

あ
り
ま
す
６
項
目
に
基
づ
き
、
主
な
も
の
を

申
し
上
げ
ま
す
。

◎�����要援護者
の
介
護
や
生
活
支
援
が
中
心
の

｢

福
祉｣

と
疾
病
予
防
や
介
護
予
防
を
主
眼
と

す
る｢

保
健｣

を
推
進
し
、
ま
た
、
陶
病
院
、
綾

上
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
民
間
医
療

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
医
療
体
制
、
施

設
の
機
能
強
化
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
機
関
を
核
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
町
全
体
で
の
保
健
医
療
の
体

制
づ
く
り
に
引
き
続
き
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
保
健
事
業
に
お
い
て
は
平
成
25
年

度
よ
り
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
肺
炎
球
菌
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
定
期
接
種
化
と
な
り
、
妊
婦
検
診
に
つ
い

て
も
恒
常
的
な
仕
組
み
と
し
て
実
施
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
引
き
続
き
受
診
率
の
向
上
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

◎�����少子化が
進
む
今
日
、
町
民
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
、
明
日
の
綾
川
町
を
創

る
子
ど
も
た
ち
が
、
す
く
す
く
育
つ
た
め
の

施
策
と
し
ま
し
て
、
特
に
幼
児
教
育
に
つ
き

ま
し
て
は
、
将
来
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
就

学
前
教
育
、
保
育
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て

平
成
23
年
度
で
作
成
し
た

｢

綾
川
町
の
幼
児

教
育
共
通
プ
ラ
ン｣

の
本
格
実
施
に
よ
り
、

保
育
所
に
お
け
る
幼
児
教
育
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
、
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
保
育
所
に
お
い
て
、
特
別
保

育
の
一
時
保
育
や
乳
幼
児
保
育
、
延
長
保
育

を
充
実
さ
せ
、
ま
た
、
保
育
所
内
に
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
在
宅
で
子
育
て

を
し
て
い
る
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談

や
情
報
交
換
の
交
流
場
所
と
し
て
活
用
い
た

し
ま
す
。

◎�����本年度は｢
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画｣

の
２
年
目
で
あ
り
、
高
齢
者
が
個
人
の
尊
厳

を
保
持
し
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

つ
ま
で
も
健
や
か
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
各
施
策
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
を
よ
り
推
進
し
て
い
く
た

め
、｢
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度｣

を
継

続
し
て
取
り
組
み
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

等
の
高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
を
促
進
し
て

参
り
ま
す
。

◎�����障害者総
合
支
援
法
へ
名
称
等
が
改
正
さ

れ
、身
近
な
地
域
に
お
け
る
障
が
い
者
の
状
況

に
応
じ
た
極
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

移
行
支
援
・
地
域
定
着
支
援
を
行
う
た
め
の

相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

◎�������������平成25年度から国の施策に
よ
り
始
ま

る
、
携
帯
電
話
等
の
使
用
済
小
型
電
子
機
器

等
の
再
資
源
化
の
促
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
ご
み
の
継
続
的
減
量
に
取
り
組

む
べ
く
現
在
の
施
策
に
加
え
、
平
成
25
年
度

よ
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
実
証
研
修
会

を
実
施
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
太
陽
光
発
電
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
続
き
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎��������コトデン新駅を
核
と
し
た

｢

新
し
い
ま

ち
づ
く
り｣

を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の

意
見
を
反
映
し
、
社
会
経
済
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
目
指
す

べ
き
都
市

(

ま
ち)

の
将
来
像
や
そ
の
実
現

に
向
け
た
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

｢

綾
川
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン｣

の
策
定
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎�������町道につきま
し
て
は
、｢

真
に
必
要
な
道

路
の
整
備｣

、｢

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り｣

を
着
実
、
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

良
好
な
道
路
の
維
持
・
管
理
に
も
努
め
て
参
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り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
、
こ
と
で
ん
新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

｢

萱
原
本
線｣
の
整
備
工
事
及
び

｢

こ
と
で
ん

活
性
化
協
議
会｣
に
よ
る
新
駅
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
早
期
の
完
成
、
供
用
を
目
指
し
、

事
業
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
平
成
25
年
度
か
ら
本
運

行
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
併
せ
ま
し
て
、
町

民
バ
ス
等
の
路
線
再
編
に
つ
い
て
利
便
性
の

高
い
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
し
て
の
方
向

を
定
め
て
参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

◎������下水道は、
引
き
続
き
未
整
備
区
域
の
整

備
、
ま
た
、
施
設
の
維
持
管
理
と
し
て
、
停

電
時
の
仮
設
電
源
対
策
を
実
施
し
、
安
定
的

な
管
理
に
努
め
ま
す
。
公
共
下
水
道
整
備
区

域
以
外
に
お
き
ま
し
て
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
整
備
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、

公
共
下
水
道
事
業
と
併
せ
て
、
整
備
の
二
本

柱
と
し
て
効
果
的
な
整
備
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

◎�������公営住宅につ
き
ま
し
て
は
、
若
者
層
の

定
住
促
進
に
加
え
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
に

対
す
る
福
祉
面
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
さ
れ

た
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
参
り
ま
す
と

と
も
に
、
住
環
境
の
向
上
と
安
全
・
安
心
な

住
宅
の
供
給
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

｢

綾
川
町
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画｣

の
策
定

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎�����国の防災
基
本
計
画
、
県
の
防
災
計
画
の

見
直
し
を
受
け
、
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
町
防
災
会
議
に
お
い
て
決
定
し
、

町
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
町
の
防
災
対
策
を
総
合
的
に
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
自
助
・
共
助
の
観
点
か
ら
、
昨
年

度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
避
難
場
所
と
し

て
の
自
治
公
民
館
や
集
会
所
の
耐
震
診
断
・

改
修
の
助
成
額
を
引
上
げ
る
な
ど
安
全
確
保

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
水
・
備

蓄
食
料
等
を
配
備
し
て
参
り
ま
す
。

◎����綾南中
学
校
改
築
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は

平
成
25
年
度
か
ら
本
格
実
施
と
な
り
、
仮
設

校
舎
の
建
設
や
南
校
舎
、
武
道
館
の
解
体
、

南
校
舎
の
建
築
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
幼
児
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
国

の

｢

幼
・
保
一
体
化｣

が
推
進
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
保
育
所
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

綾
上
地
区
保
育
所
・
幼
稚
園
の
統
合
に
向
け

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

教
育
相
談
の
充
実
と
い
た
し
ま
し
て
、
各

小
・
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及

び
社
会
福
祉
士
を
配
置
、
派
遣
し
、
小
・
中

学
校
間
で
の
問
題
解
決
の
た
め
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
発
達
障
が
い
を
も
つ
児
童
生

徒
の
悩
み
や
保
護
者
・
先
生
等
の
相
談
に
も

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

◎����昨年４
月
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
延
べ
来
館
者
数
が
す

で
に
10
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
住
民
の
皆
様

か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
25
年
度
は
、
郷
土

の
文
化
財
等
の
企
画
展
示
を
実
施
し
、
地
域

文
化
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

次
に
、
公
民
館
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
枌
所
公
民

館
の
建
替
え
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

◎��������戦略作物の｢麦｣

を
は
じ
め
と
す
る
支

援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
水
田
の
有
効
活
用

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
農
地
の

有
効
利
用
や
保
全
を
図
る
為
、
遊
休
農
地
の

防
止
と
解
消
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
が
70
歳

を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
地
流
動
化
助

成
金
の
交
付
対
象
年
齢
を
75
歳
未
満
に
引
き

上
げ
、
地
域
の
農
地
を
維
持
・
堅
持
し
て
い

る
耕
作
者
へ
の
支
援
を
拡
大
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
綾
川
町
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
に

つ
い
て
、
よ
り
一
層
、
消
費
者
の
安
心
と
信

頼
を
確
保
す
る
た
め
の
、｢

綾
川
ブ
ラ
ン
ド｣

の
構
築
に
つ
い
て
、
今
後
、
調
査
研
究
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

◎������ため池整備
に
つ
き
ま
し
て
、
地
域
全
体

の
防
災
安
全
度
を
効
率
的
、
か
つ
効
果
的
に

向
上
さ
せ
る
た
め
、｢

地
域
た
め
池
総
合
整
備

事
業｣

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
施
設
整
備
に
よ
る

｢

防
災｣

と
併

せ
て
、
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
よ
る

災
害
時
の
被
害
を
最
小
に
す
る

｢

減
災｣

の

考
え
方
に
基
づ
き
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
一

体
的
と
な
っ
た
災
害
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
貯
水
量
10
万
ト
ン
以
下
で

も
防
災
上
の
対
応
が
必
要
な
た
め
池
に
つ
い

て
、
平
成
25
年
度
か
ら

｢
た
め
池
危
機
管
理

計
画｣

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎����������町の新たな魅力を創
出
す
る
た
め
に
、

町
観
光
協
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
地
域
に
し
か
な
い

観
光
資
源
の
発
掘
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ト
デ
ン
新
駅
の
開
設
に
合
わ

せ
て
、
現
在
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
活

用
、
見
直
し
な
ど
も
行
い
、
個
性
的
な
観
光

地
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光
施

設
や
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

◎�����������住民と行政との協働の
取
り
組
み
の
重

要
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、
自
治
会
結
成
、
加

入
促
進
に
つ
い
て
自
治
会
長
会
、
自
治
会
連

合
会
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
、
啓
発

を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
組
織
、
体
制
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
行
財
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

｢

第
２
次
５
カ
年
計
画｣

、｢

第
２
次
行
政
改
革

大
綱
・
実
施
計
画｣

等
に
基
づ
き
、
町
に
お

け
る
行
政
需
要
へ
の
対
応
と
、
社
会
経
済
状

況
の
変
化
に
も
対
応
す
べ
く
、
行
財
政
運
営

を
行
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
施
政
方
針
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
迎
え
る
平
成
25
年
度
の
行

政
運
営
に
は
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
議
員
各
位

並
び
に
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
再
度
、
重
ね
て
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
施
政
方
針
を
終
わ

り
ま
す
。
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自主財源

50.0％

町税 27億7,357万9千円

繰入金 9億6,472万2千円

使用料及び手数料 2億9,496万8千円

諸収入 1億6,921万5千円

繰越金 5,000万円

分担金及び負担金 4,168万5千円

その他 3,325万7千円

依存財源

50.0％

地方交付税 25億円

国庫支出金 6億3,006万1千円

県支出金 5億3,371万3千円

町債 2億8,200万円

各種交付金 2億7,480万円

地方譲与税 1億1,600万円

☆歳入のうち､ その他は財産収入と寄附金の合計であり､ 各種交付金は利子割交付金､ 配当割交付金､ 株式等譲渡所得割交付金､
地方消費税交付金､ ゴルフ場利用税交付金､ 自動車取得税交付金､ 地方特例交付金､ 交通安全対策特別交付金の合計です｡

���
(対前年度比 0.4％減)� � � � ���������� (対前年度比 1.9％減)� � � � ������������
(対前年度比 0.5％増)������ ������������
(対前年度比 2.4％増)������� �������

義務的経費

31.9％

人件費 13億6,161万9千円

扶助費 9億5,135万7千円

公債費 4億5,380万2千円

投資的経費

20.1％

普通建設事業費 17億3,584万4千円

災害復旧事業費 478万2千円

その他経費

48.0％

物件費 16億3,662万8千円

補助費等 12億6,590万2千円

繰出金 10億768万6千円

維持補修費 1億5,694万9千円

貸付金 5,000万円

積立金 2,443万1千円

予備費 1,500万円

町の予算はみなさんが
納めてくださった税金などで支えら
れています｡ まちに暮らす全ての人々
が快適で有意義な生活を送れるよう､
この予算に従って活動します｡

町税
(32.0％)

繰入金(11.1％)

使用料及び手数料(3.4％)
諸収入(2.0％)

分担金及び負担金(0.5％)
その他(0.4％)

地方交付税
(28.8％)

国庫支出金
(7.3％)

県支出金(6.2％)

町債(3.3％)
各種交付金(3.1％)

地方譲与税(1.3％)

人件費
(15.7％)

普通建設事業費
(20.0％)

災害復旧事業費
(0.1％)

補助費等
(14.6％)

繰出金
(11.6％)

扶助費(11.0％)

公債費
(5.2％)

維持補修費(1.8％)
貸付金(0.6％) 積立金(0.3％)

物件費
(18.9％)

予備費(0.2％)

繰越金(0.6％)
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������
�����
町営バス運送事業 4,209万8千円

国民健康保険 29億6,976万4千円

国民健康保険診療所 1億9,804万5千円

後期高齢者医療 3億1,921万円

介護保険 25億5,614万4千円

火葬事業 4,477万5千円

墓園事業 1,008万4千円

農業集落排水事業 1,052万9千円

下水道事業 4億8,440万5千円

育英事業 1,822万1千円

�������
陶病院事業

･収益的支出 14億1,368万5千円

･資本的支出 1億663万5千円

介護老人保健施設事業

･収益的支出 3億2,256万9千円

･資本的支出 0円

水道事業

･収益的支出 5億6,103万7千円

･資本的支出 3億7,257万1千円

������������������� ☆☆平平成成2255年年33月月末末日日現現在在のの住住民民基基本本台台帳帳人人口口
2255,,114499人人をを基基にに算算出出ししてていいまますす｡｡
☆☆そそのの他他はは､､ 議議会会費費､､ 災災害害復復旧旧費費､､ 諸諸支支出出金金､､
予予備備費費でですす｡｡

��������������
���
行政の運営や町税の賦課・徴収､
情報化の推進などのために������� ���

高齢者や子ども
などの福祉の
ために �������� ���

ごみの処理や
病気の予防
などのために ����������

消防施設や消防
団､ 防災活動な
どのために ����������
議会運営
などのために ������

���
商業や観光の
振興などのた
めに ���������
学校や公民館､
図書館などの
ために �������

���
勤労者の
福祉増進など
のために ���������
町の借入金
返済のために ������� ���������������������

������
農林水産業の振
興､ 農地の保全
などのために ����������

道路や河川の整備､
町営住宅の管理
などのために �������

� ������ � ����� ���������



������������
谷
岡
学

(

健
康
福
祉
課
課
長

か
ら
総
務
課
課
長
へ)

・
塩
田
哲
也

(
下
水
道

課
課
長
か
ら
健
康
福
祉
課
課
長
へ)

・
真
室
均

(

生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
か
ら
支
所
支
所
長
へ)

昇
任
・
三
好
和
彦

(

学
校
教
育
課
課
長
補
佐

か
ら
下
水
道
課
課
長
へ)

昇
任

�������
福
家
浩

(

支
所
支
所
長

補
佐
か
ら
経
済
課
課
長
補
佐
へ)

・
松
本
正
人

(

健
康
福
祉
課
事
務
次
長
か
ら
税
務
課
課
長
補

佐
へ)

・
原
博
文

(

税
務
課
課
長
補
佐
か
ら
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
へ)

・
岡
田
信
義

(

建
設

課
課
長
補
佐
か
ら
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
へ)

・

横
井
邦
洋

(

経
済
課
副
主
幹

(

農
業
委
員
会)

か
ら
健
康
福
祉
課
事
務
次
長
へ)

昇
任
・

宮
本
佳
和

(

経
済
課
主
査
か
ら
建
設
課
課
長

補
佐
へ)

昇
任
・
村
冨
栄
一

(

住
民
生
活
課

主
査
か
ら
住
民
生
活
課
副
主
幹
へ)

昇
任
・

土
肥
奈
緒
美

(

経
済
課
主
査
か
ら
総
務
課
副

主
幹
へ)

昇
任
・
松
原
敏
和

(

支
所
主
査
か

ら
支
所
副
主
幹
へ)

昇
任
・
田
中
勉

(

水
道

課
主
査
か
ら
水
道
課
副
主
幹
へ)

昇
任
・

土
肥
富
士
三

(

税
務
課
主
査
か
ら
税
務
課
副

主
幹
へ)

昇
任
・
辻
井
武

(

建
設
課
主
査
か

ら
建
設
課
副
主
幹
へ)

昇
任
・
福
家
勝
己

(

経
済
課
主
査

(

綾
歌
南
部
農
業
振
興
公
社
へ

派
遣)

か
ら
経
済
課
副
主
幹

(

綾
歌
南
部
農

業
振
興
公
社
へ
派
遣)

へ)

昇
任
・
宮
前

昭
男

(

学
校
教
育
課
主
査
か
ら
学
校
教
育
課

副
主
幹
へ)

昇
任

�����
石
丸
緑

(

支
所
主
査
か
ら
経

済
課
主
査
へ)

・
内
海
真
紀
子

(

総
務
課
主
査

か
ら
住
民
生
活
課
主
査
へ)

・
大
林
栄
司

(

税

務
課
主
査
か
ら
住
民
生
活
課
主
査
へ)

・
中
添

孝
文

(

陶
病
院
主
査
か
ら
健
康
福
祉
課
主
査

へ)

・
小
田
達
也

(

水
道
課
主
査
か
ら
経
済
課

主
査

(

農
業
委
員
会)

へ)

・
大
谷
浩
之

(

税

務
課
主
査

(

香
川
県
県
税
事
務
所
派
遣)

か

ら
税
務
課
主
査
へ)

・
兼
平
真
人

(

健
康
福
祉

課
主
査

(

香
川
県
自
治
振
興
課
へ
派
遣)

か

ら
総
務
課
主
査
へ)

・
辻
村
隆
司

(

総
務
課
主

査
か
ら
学
校
教
育
課
主
査
へ)

�������
尾
上
里
香

(

住
民
生
活

課
主
任
主
事
か
ら
下
水
道
課
主
任
主
事
へ)

・

田
井
秀
樹

(

生
涯
学
習
課
主
任
主
事
か
ら
水

道
課
主
任
主
事
へ)

・
土
居
健
太

(

総
務
課
主

事
か
ら
総
務
課
主
任
主
事
へ)

昇
任

�����

萱
原
千
恵
実

(

羽
床
保
育
所

所
長
か
ら
昭
和
南
保
育
所
所
長
へ)

・
安
倍

朋
子

(

山
田
保
育
所
主
任
保
育
士
か
ら
羽
床

保
育
所
所
長
へ)

昇
任
・
横
井
弘
美

(

羽
床

上
主
任
保
育
士
か
ら
羽
床
上
保
育
所
所
長
へ)

昇
任
・
五
百
森
敦
子

(

羽
床
上
保
育
所
保
育

士
か
ら
羽
床
上
保
育
所
主
任
保
育
士
へ)

昇

任
・
志
賀
優
子

(

山
田
保
育
所
保
育
士
か
ら

山
田
保
育
所
主
任
保
育
士
へ)

昇
任
・
峰
久

灯
子

(

滝
宮
保
育
所
保
育
士
か
ら
昭
和
南
保

育
所
保
育
士
へ)

・
河
野
典
子

(

西
分
保
育
所

保
育
士
か
ら
山
田
保
育
所
保
育
士
へ)

・
川
西

り
さ

(

山
田
保
育
所
保
育
士
か
ら
滝
宮
保
育

所
保
育
士
へ)

・
高
橋
弘
子

(

昭
和
南
保
育
所

保
育
士
か
ら
羽
床
保
育
所
保
育
士
へ)

・
片
山

美
幸

(

昭
和
北
保
育
所
保
育
士
か
ら
昭
和
南

保
育
所
保
育
士
へ)

�����
橋
本
吉
正

(

健
康
福
祉
課
主

事
か
ら
陶
病
院
主
事
へ)

������������
福
家
弘
康

(

学
校
教
育

課
課
長
補
佐)

・
小
島
雄(
建
設
課
主
任
主
事)

・

具
志
堅
秀
彰

(

健
康
福
祉
課
主
任
主
事)

・

早
瀬
文
隆

(

税
務
課
主
事)

・
三
好
勇
太

(

生

涯
学
習
課
主
事)

・
松
岡
理
都
子

(

健
康
福
祉

課
主
任
技
師)

・
横
山
千
尋

(

健
康
福
祉
課
技

師)

�����

藤
岡
小
百
合

(

陶
保
育
所
保

育
士)

・
岡
田
梨
江(

滝
宮
保
育
所
保
育
士)

・

西
岡
詩
織(

山
田
保
育
所
保
育
士)

�����

藤
川
麻
衣

(

医
員)

派
遣
・

和
泉
美
穂

(

診
療
放
射
線
技
師)

・
石
黒
直
美

(

看
護
師)

・
小
谷
瞳(

看
護
師)

��������������

藤
川

麻
衣

(

医
師)

兼
務
・
竹
下
絢
子

(

介
護
福

祉
士)

・
中
西
修
司(

看
護
師)

�����������
前
田
武
俊

(

参
事
兼
総
務
課
長)

・
前
田
栄
三

(

支
所
支
所
長)

・
岡
内
清
子

(

西
分
保
育
所

所
長)

・
内
海
郁
子(

昭
和
南
保
育
所
所
長)

・

浮
田
幸
美

(

羽
床
上
保
育
所
所
長)

・
角
崎

美
和
子

(

住
民
生
活
課
副
主
幹)

・
秋
山
朋
香

(

健
康
福
祉
課
主
任
技
師)

・
小
林
こ
こ
ろ

(

陶
保
育
所
保
育
士)

・
越
智
安
友
美

(

羽
床

保
育
所
保
育
士)

6

綾
川
町
で
は
四
月
一
日
付
け
で
人
事

異
動
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。
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綾
川
町
役
場

保
育
所

陶
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設

学校教育課 福
ふ

家
け

弘
ひろ

康
やす

自己研鑽を重ねながら､ 微力ながら綾
川町の教育に尽力して参ります｡
今後ともどうぞよろしくお願いいたし
ます｡

建設課 小
こ

島
じま

雄
ゆう

初めてのことばかりで､ 今は勉強の毎

日ですが､ 一日でも早く皆様のお役に

立てるよう､ 努力していきます｡

税務課 早
はや

瀬
せ

文
ふみ

隆
たか

町外出身者ですが､ もっと綾川町を好

きになれるように早く馴染み､ 皆様の

お役に立てるよう頑張ります｡

健康福祉課 具
ぐ

志
し

堅
けん

秀
ひで

彰
あき

私は､ 生まれも育ちも沖縄です｡ 一日

でも早く皆様のお役に立てるよう､ 努

力してまいります｡

山田保育所 西
にし

岡
おか

詩
し

織
おり

子ども達の元気に負けないよう､ 元気

いっぱい笑顔で頑張りたいと思います｡

よろしくお願いします｡

滝宮保育所 岡
おか

田
だ

梨
り

江
え

新任なので分からないことばかりです

が､ 日々学びながら成長していきたい

と思っています｡

診療放射線技師 和泉
いずみ

美
み

穂
ほ

綾川町は私の生まれ育った町で､ 皆様

の保健医療に少しでも貢献できるよう

頑張っていきたいと思います｡

医員兼介護老人保健施設医師 藤
ふじ

川
かわ

麻
ま

衣
い

香川県立中央病院へき地支援センターから来
ました｡ 綾川町の地域医療に少しでも貢献で
きるよう､ 日々努力していきたいと思ってい
ます｡ どうぞよろしくお願いいたします｡

看護師 小
こ

谷
たに

瞳
ひとみ

まだまだ半人前ですが､ もち前の明る

さで頑張りたいと思いますので､ よろ

しくお願いします｡

看護師 石
いし

黒
ぐろ

直
なお

美
み

ブランクがあり､ ご迷惑をかけるとこ
ろもあると思いますが､ フレッシュな
気持ちで自己研鑽につとめ､ 頑張りま
す｡

介護福祉士 竹
たけ

下
した

絢
あや

子
こ

利用者様とご家族に信頼される介護福

祉士を目指して､ 日々精進して行きた

いと思います｡

健康福祉課 松
まつ

岡
おか

理
り

都
つ

子
こ

住民の皆様に相談して良かったと思っ

てもらえるよう､ 一人ひとりの生活を

大切にし､ 笑顔を忘れず頑張ります｡

生涯学習課 三
み

好
よし

勇
ゆう

太
た

綾川町民の皆様のお役に立ちたいとい

う気持ちを大切に､ 日々努力をしてい

きたいと思っています｡

健康福祉課 横
よこ

山
やま

千
ち

尋
ひろ

住民の皆様の健康な生活のために一生

懸命頑張ります｡ 皆様とお話できるの

を楽しみにしています｡

看護師 中
なか

西
にし

修司
しゅうじ

母校の香川看護専門学校で学んだ看護

の知識､ 技術を活かし､ 良質な看護を

提供できるよう努力していきます｡

陶保育所 藤
ふじ

岡
おか

小
さ

百
ゆ

合
り

先輩の先生方の力をお借りしながら､

可愛い子どもたちと笑顔で過ごせる､

明るい保育士を目指して頑張ります｡



2011年の東日本大震災では､ 多くの尊い人命が失われました｡ 綾
川町でも､ 近く発生が予測される南海地震では､ 被害を受けるもの
と予測されています｡
災害時の減災・防災には､ 普段からの準備が重要です｡ いざとい

う時の為に､ 出来る範囲で対策をお願いします｡���������������
災害情報は､ 以下のようなものから収集できます｡��������…戸別受信機を役場から無償貸与しています｡ 1世帯につき1個になりま
すが､ まだお持ちでない方で希望されれば､ 役場から貸与します｡������…エリアメール (強制的に対応機種に対して情報配信します｡) や､ 香川県避
難情報配信システム (http�//www.pref.kagawa.lg.jp/bosai/mail/main.html) を利
用し､ 災害情報をメール配信します｡ ただし､ 香川県避難情報配信システムは登録が必
要です｡�������…役場ホームページ (http�//www.town.ayagawa.kagawa.jp/) に､ 災
害情報を掲載します｡�����テレビのデータ放送 (リモコンのｄ◯ボタンでご覧になれます｡) や､ 香川県河川
監視カメラ (http�//www.pref.kagawa.lg.jp/kasencamera/) などで､ 役場以外か
らの情報も収集できます｡�����������������������
綾川町内には38箇所避難所があります｡ お近くの避難所の場所をご確認ください｡ また､

災害の規模や種類により､ 開設する避難所が違います｡ 開設中の避難所情報は､ 役場ホーム
ページ (http�//www.town.ayagawa.kagawa.jp/) などでも掲載していますが､ 分からな
ければ役場総務課 (876-1906) までお問い合わせください｡
綾川町防災マップ､ ため池ハザードマップは､ 役場にきていただくか､ 役場ホームページ

(http�//www.town.ayagawa.kagawa.jp/docs/2011071100429/)
(http�//www.town.ayagawa.kagawa.jp/docs/2013031100029/) で取得することが
できます｡�������������������������������������
災害が起こった時の非常持ち出し袋や､ 水害が予想される時は､ あらかじめ土のうを積む

などの準備をしましょう｡ 土のうは､ �����に配置しています｡���������������������������
役場では､ 自治会が自主防災組織を立ち上げた場合､ 資機材の提供などの補助を行ってい

ます｡ まだお作りでない場合は､ 是非ご検討ください｡ また､ 町では年に1度の防災訓練を毎
年秋ごろ行っています｡ 自主防災組織に対してはご案内していますが､ もし自主防災組織は
作っていないが､ 興味があるという方は､ 見学は可能ですので､ 是非ご来場ください｡ AED
訓練や､ 倒壊時救出訓練など､ 災害が起こった場合に役立つ訓練を行っています｡�����������������������
大規模災害時には､ 電話がつながりにくくなる可能性が高いので､ 災害時伝言ダイヤル

(NTTであれば171) などのシステムを利用するなど､ 家族間で連絡の取り方を決めておきま
しょう｡ � ������ � ����� ���������
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����������������������������
公共施設の一部 (主に役場庁舎､ 図書館､ 町立公民館等) にソフトバンク､

NTTドコモ､ AUの3社からWIFIスポットの提供をいただき､ 設置を進めていま
す｡ (ただし､ AUについてはまだ未設置です｡) スマートフォンやタブレット端
末などの急速な普及により､ より高速で快適なインターネット接続環境が必要
となっている状況下､ WIFIスポットを公共施設に設置することで､ ご利用いた
だく町民の方へ公衆無線LANによる快適なインターネット環境を提供すること
はもとより､ 災害時には､ 電話への負荷分散の効果があり､ いざという時の通
信手段の一つとして利用される事が期待されています｡ スマートフォンや､ タ
ブレットを利用されている方は是非ご利用ください｡

現在設置している施設､ 利用条件､ 設定方法については､ 各社によって違いがありますので､
詳細については以下の宛先にお問い合わせください｡

Softbank (受付時間�午前9時～午後8時まで)
●一般電話などから 0800-919-0157 ●ソフトバンク携帯から 157

NTTドコモ (受付時間�午前9時～午後8時まで)
●一般電話などから 0120-800-000 ●ドコモ携帯から 151

AU (受付時間�午前9時～午後8時まで)
●一般電話などから 0077-7-111 ●AU携帯から 157� ������ � ����� ��������������������������

NTT西日本のご協力で､ 町内全域で高速ブロードバンドの利用が可能とな
りました｡ そこで､ 役場本庁舎､ 支所についても､ ひかり回線を利用したひ
かり電話へと更新を行います｡
以下の点について､ 利用される方はご注意をお願いします｡� ��������������������
旧�担当課の指定をしない場合は､ 一定時間後に総務課につながります｡
新�指定をしないと､ 音声案内が繰り返し流れます (自動ではつながりません｡)
分からない場合等については役場総務課 (876-1906) におかけ直しください｡� ����������������������
代表番号(876－1111)でメニューを選択すると､ 告別式のお知らせを聞くことが出来ます｡

ただし､ 追加で放送した内容については含まれませんので､ その場合は直接役場にお問い合わ
せください｡ なお､ ５月1日から運用を開始します｡� ������������
各課直通電話等は､ 広報誌裏面に記載しておりますので､ おかけになる際は､ そちらをご参

照ください｡ � ������ � ����� ���������



����������������������������������������� ���������������������
綾川町では､ 国・県と連携して､ 下記条件にあてはまる住宅の所有者の皆様が行われる

耐震診断や耐震改修工事に要する費用の一部を助成します｡

※ 上記のほかにも要件等があります｡������������������������������������������������������������
補助金交付申請については､ 所定の補助金交付申請書

に必要書類を添付して役場建設課へ提出していただくよ
うになります｡
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(1)補助を受け
られる方

・綾川町内に住所を有する者で自ら所有し､ 住宅の居住者であること
・町税等の滞納がないこと

(2)対象となる
住宅の要件

綾川町内にある住宅で下記条件にあてはまるもの
①������������������一戸建て住宅又は長屋建て住
宅 (住宅の用に供する部分が過半以上の併用住宅も含む)
※枠組壁工法・丸太組工法の住宅､ 賃貸住宅､ 社宅は除く
②建築基準法の規定に基づく違反がないこと
【耐震改修工事にあっては】
③耐震診断の実施により､ 倒壊する危険性が高い又は倒壊する危険性
があると判定されたもの
④耐震改修工事の内容が倒壊する恐れがないレベルに改修するもので､
尚且つ､ 改修工事後も主たる居住の場として､ 引き続き利用するこ
と

(3)補助の内容

①耐震診断
(補助金の額)＝�����������������������

※ただし､ 9万円を上限とする
②耐震改修工事 (実施設計費用も含む)
(補助金の額)＝������������������������

※ただし､ 90万円を上限とする
※予算に限りがありますので､ 事前にご確認ください｡

� ������������� ������ ���������
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後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
★年度途中に後期高齢者医療制度に加入される方の 被保険者証 について★
年度途中に加入される方の資格取得日は次のとおりです｡

※65歳から74歳までの一定の障害がある方 (障害認定を受けるには申請が必要です｡)

年度途中に新たに75歳になられた方の被保険者証は､ 誕生日の前月中旬頃に香川県後期高齢者医
療広域連合から特定記録郵便で送付されます｡ 郵送された被保険者証は誕生日から使用してくださ
い｡
年度途中に転入した方や生活保護の停止又は廃止となった方､ 65歳から74歳までの方のうち､ 申

請により一定の障害があると広域連合から認定を受けた方の被保険者証は､ 基本的に即日交付いた
しますが､ 後日送付となる場合があります｡

★年度途中に後期高齢者医療制度に加入(異動)される方の 保険料 について★
年度途中に加入 (異動) された方は､ 納付書または口座振替により納めていただくこと (普通徴

収) となります｡ また､ 保険料額は資格取得日を含む月から月割りで算定します｡
※ 特別徴収の条件を満たす方については､ 資格を取得してから一定の期間が経過した後に普通徴収から特別徴収に切

り替わることになりますが､ 申出により口座振替で納付することも可能です｡

通知時期 資格取得日を含む月の翌々月の上旬
(ただし､4月に加入(異動)された方は､7月の通知になります｡)

通 知 書 『保険料額決定通知書・保険料納入通知書』 が役場税務課より送付されます｡

事 由 資 格 取 得 日

1 新たに75歳になる方 誕生日

2 転 入 転入により住所を定めた日

3 生活保護の停止又は廃止 停止又は廃止となった日

4 障害認定 (※) 後期高齢者医療広域連合の認定を受けた日

������������������������� �������������������������������������������������������������� � � � 5月16日(木)
午前9時30分～午前11時30分まで��� � � � 総合保健施設 いきいきセンター�������� ・16歳から69歳までの健康な方 (簡単な血液検査をします)
・400�献血は年齢は､ 男性17歳以上､ 女性18歳以上で､ 体重50㎏以上の方にお
願いしております｡
・65歳以上の献血については､ 献血される方の健康を考え､ 60～64歳のあいだに
献血経験がある方に限ります｡
・海外旅行者については帰国後4週間以後になります｡��� � � � 香川県赤十字血液センター �881－6072
総合保健施設えがお �876－2525
総合保健施設いきいきセンター �878－2212



12

◎国保総合保健施設の ｢えがお｣ や ｢いきいきセンター｣
で開催される健康づくりの教室を紹介します｡

�������������������������������������������
講師�綾川町管理栄養士
内容����������
あなたの健康維持に大きく関係している食生活｡
不足している栄養素や食べ過ぎを､ 簡単なカロリー計算をしな
がら､ 今一度､ 見直してみませんか？体組成測定ができます｡
はだしになれる服装でお越しください｡

�������� � ���������������������������
������������

��������

������������������

自分に合ったお口のお手入れ方法

を知りたい方や相談がある方､ 是非

ご予約ください｡ 歯科医師・歯科衛

生士が個別に対応します｡�������������������������������������������� �������������������������������������������
����������

健康な歯ぐきはピンク色で引
き締まった三角形です｡

不健康な歯ぐきは赤く腫れて
ブヨブヨしています｡

歯を支えている骨が溶
け出し､ 歯がぐらぐら
してきます｡ そして
最終的には抜けてしまうのです｡

そのままにしておくと…

そうならないために､ 歯だけでなく
歯ぐきもマッサージをしましょう｡

��������������������
若返り体操は､ 初心者向けの体操です｡ ゆっ
くり時間をかけて硬くなった筋肉をほぐし､
衰えてきた筋肉を復活させていきます｡

� � ������������������ �������������������������� �������� ｢足裏を整えて『美』ウォーキング｣� � コンディショニングインストラクター
木内ひとみ 先生� � えがお２階��� 動きやすい服装､水分補給ができるもの､

タオル､健康手帳(体力測定希望者)

� � � � � � �
今年度は､ ピラティスや体の
調子を整える運動など､ 新し
い運動を取り入れ､ 講師も新
たに加わりました｡
この機会に運動を始めて若返
りませんか？

������������ ���������



������������������������������
検 診 名 対象となる方 費 用 検 診 場 所 等

①
���������������������� 40歳以上の方

※65歳以上の方
(40歳～64歳の希望者)

レントゲン無料
喀たん検査300円
(CT1000円)

��������
(8月･9月に各地区公民館等を
バスが巡回｡ 10月に座位検診)

② ����� 40歳以上の方 500円 ��������
(5月～10月に町内指定医療機関で
実施します｡)③ ������ � 40歳以上の方 200円

④ ����� � 40歳以上の女性で
前年度未受診の方

300円 ������������
※健康管理センターかがわ (滝宮総合病院)
以外で受診する場合は 事前予約 が必要です｡⑤ ������� � 20歳以上の女性で

前年度未受診の方
300円

⑥ ������� 40歳以上の男性 200円 ������������
※特定健診及び健康診査との
同時実施をお勧めします｡⑦ �������� 40歳以上の方で

今まで未受診の方
無料

⑧ ������ 19歳～39歳の方 400円 ������������������������������������������
検 診 名 対象となる方 費 用 検 診 場 所 等

⑨ ��������� 綾川町国保加入の
40歳以上の方

500円 ��������������������������⑩ ���� 75歳以上の方 無料

⑪ �������� 40歳･45歳･50歳･55歳
60歳･65歳･70歳の方

300円
�������������������

�����������������������������

13

������ ��
� ����������������

���
★国の方針に基づき､ 大腸がん･乳がん･子宮頸がん検診は､ 対象となる方に別便で無料クーポン券をお送りします｡
大腸がん・乳がん 40歳・45歳・50歳・55歳・60歳の方
子宮頸がん 20歳・25歳・30歳・35歳・40歳の方 (平成25年4月1日現在の年齢)

(30歳・35歳・40歳のクーポン対象者は今年度よりHPV検査も実施)

綾川町で実施する検診の���を､ 対象となる方に����������｡���������������������������������������������(65歳以上の方は結核検診の対象になりますので､ 受け
られない場合は未受診理由の届出をお願いします｡)

�������
香川県ガン征圧
イメージキャラクター

『ソウキくん』

�������������������������������������������� ������������������� ����������������� ����� �������������������������������������������������������������������������������������� ������ � ��� ��������� �������� ���������ご希望の方はえがお�876-2525まで
ご希望の方は､ 受診券に同封の
チラシをご確認のうえ､
直接�でご予約ください｡

� � �見本
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�
～ゆっくり自分時間～

親
おや

すみの日グループセミナー
子どもは小さくて繊細な心をもって懸命に生きて

います｡ そして､ ゆっくりとした時間の中でしか育
ちません｡ ところが､ 大人の生活は忙しく速いスピー
ドで生きるようになっています｡
子どもの時計と大人の時計､ 進む時間の速さが違

うと感じるときはありませんか？あなたは､ わが子
のすること言うことをじっと待って､ 聞いていられ
るほうですか？ それとも､ 先に言うほうですか？
子育ては戸惑いや手探りの連続です｡ 日々の忙し

さに追われ､ 心の片付けもままならず､ 子育てをす
るとイライラしやすくなります｡
そんなとき､ 一息ついて羽を休めて立ちどまり､

胸のうちを語り､ 聞いてもらうことで､ 心の中を整
理できたり､ 心が一息つく時間になるかもしれませ
ん｡
このグループセミナーは､ ゆっくり自分時間を味

わい､ それぞれの家庭での工夫や知恵を交流する場
です｡

｢親
おや

すみの日｣ って…
大人の暮らしが忙しくなると子どもの時計とのズレがで

きて親はストレスを感じ､ 子育てに自信がもてなくなりま
す｡ そうすると大人は子どもの小さくて繊細なサインをう
まく受け取ることができずに見逃してしまうことがありま
す｡ 親子のキャッチボールがちぐはぐになり､ 悪戦苦闘の
子育てになってしまいます｡
そんなとき､ あなたのために少し時間を止めて､ ゆっく

りできる自分時間をきっかけに､ あなた自身の本来持って
いる力を引き出すことをねらいとしています｡

カウンセラー 小柳 晴生 先生 (おやなぎ はるお)

先生は学生相談のカウンセラーとして20年以上にわた
り､ 学生や子どもの心の声に耳を傾けてきました｡ 先生は､
暖かくそっと寄り添いことばを聴いてくれます｡ わかりや
すく解きほぐしてくれます｡

■親すみの日 10時から11時30分まで

5/17(金) 6/28(金) 7/19(金) 8/16(金)
9/20(金) 10/18(金) 11/15(金) 12/20(金)
1/17(金) 2/21(金) 3/14(金)

※奇数月は､カウンセラーの小柳先生を囲んでゆっくり話します｡
※偶数月は､ 松田先生 (臨床心理士・言語聴覚士) を囲んでの
相談会です｡

■内容 参加者同士の座談会とカウンセラー等による相談

■場所 いきいきセンター
わいわいルーム���������� ����������������� ���������託児があります｡

託児希望の方は参加日
の１週間前までにご連
絡ください

月 日 内 容 月 日 内 容 月 日 内 容

4月 9日 みんなで遊ぼう
8月

お休み
12月

10日 クリスマスクッキング

23日 外で遊ぼう 27日 水遊び お休み

5月
お休み

9月

10日 お絵かきしよう! 1月 14日 お正月遊び
(作って遊ぼう/どんぐりくらぶ)

28日 芋つるさし 24日 シャボン玉遊び 28日 みんなで遊ぼう

6月 11日 作って遊ぼう
(どんぐりくらぶ) 10月 8日 芋ほり

2月
お休み

25日 クッキング 22日 外で遊ぼう 25日 みんなで遊ぼう

7月 9日 水遊び 11月 12日 お芋でおやつ作り 3月 11日 みんなで遊ぼう
(どんぐりくらぶ読み聞かせ)

23日 水遊び 26日 お絵かきしよう! 25日 お別れ会

���������� ���������������������������������������� ������������� ������
※水分補給用にお茶等飲み物をご持参ください｡

������������������������ (クッキングのときは13時頃まで)

・どんぐりくらぶ日程等 内容変更する場合があります｡

����
������

��������
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原
因鼻

出
血
の
原
因
は
一
般
的
に
は
血
管

の
異
常
や
高
血
圧
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

か
ぜ
の
時
の
急
性
鼻
炎
や
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
で
鼻
を
か
ん
だ
り
、
鼻
を
こ
す
っ

た
り
が
き
っ
か
け
で
起
こ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
の
治
療

や
予
防
で
抗
凝
固
剤

(

血
液
が
さ
ら
さ

ら
に
な
る
薬)

を
服
用
さ
れ
て
い
る
方

は
血
液
が
止
ま
り
に
く
い
た
め
鼻
出
血

を
起
こ
し
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
片
側

の
鼻
か
ら
慢
性
的
に
鼻
出
血
が
あ
る
場

合
は
腫
瘍
が
原
因
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
多
く
食
べ
る
と
鼻
出
血
を
起
こ
し

や
す
い
の
で
は
？
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
根
拠
が
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
の
止
血
法

鼻
の
入
口
か
ら
少
し
奥
に
毛
細
血
管

が
集
ま
る
キ
ー
ゼ
ル
バ
ッ
ハ
部
位
と
い

う
場
所
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
の
出
血
が

約
７
割
を
占
め
ま
す
。
一
般
的
に
出
血

部
位
が
鼻
の
前
の
方
で
あ
れ
ば
前
方
か

ら
、
後
ろ
の
方
の
場
合
は
の
ど
か
ら
出

て
き
ま
す
。(

の
ど
か
ら
出
血
す
る
場

合
は
す
ぐ
に
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。)

前
方
か
ら
の
出
血
で
あ
れ
ば
座
位
で

頭
を
下
げ

(

上
を
向
く
と
固
ま
り
か
け

た
血
液
が
の
ど
に
流
れ
て
気
道
を
閉
塞

す
る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す)

、
小
鼻

(

鼻
の
軟
ら
か
い
部
分)

を
５
分
〜
10

分
間
強
く
つ
ま
ん
で
押
さ
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。
こ
の
時
、
呼
吸
は
口
で
ゆ
っ

く
り
し
ま
す
。
こ
れ
で
止
ま
ら
な
い
場

合
は
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

耳
鼻
咽
喉
科
で
の
処
置

出
血
点
が
明
ら
か
で
出
血
が
止
ま
っ

て
い
る
場
合
は
、
鼻
の
処
置
の
み
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
出
血
が
続
い
て
い

る
場
合
は
ま
ず
、
出
血
点
を
確
認
し
ま

す
。(

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
使
っ

て
詳
し
く
み
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。)

出
血
点
が
わ
か
れ
ば
、
高
周
波
で
出

血
点
を
焼
灼
し
ま
す
。
出
血
点
が
わ
か

ら
な
い
場
合
や
出
血
点
が
わ
か
っ
て
も

焼
灼
で
き
な
い
場
所
の
場
合
は
ガ
ー
ゼ

を
鼻
の
中
に
数
日
間
留
置
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
る
場
合

や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
内
服
薬
等
を
処
方
し
、
帰
宅
し

て
戴
き
ま
す
。
出
血
量
が
多
い
場
合
や
、

出
血
点
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
入
院
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
の
注
意
点

血
が
止
ま
っ
た
後
は
再
度
出
血
し
な

い
よ
う
に
、
激
し
い
運
動
、
長
時
間
の

入
浴
、
重
い
も
の
を
も
っ
た
り

し
な
い
よ
う
、
ま
た
鼻
を
さ
わ

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
血
圧
が
高
い
方
は
血
圧
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
た
め

内
科
受
診
も
必
要
で
す
。

耳
鼻
咽
喉
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科

小
林

隆
一

鼻
出
血
に
つ
い
て

������
このコーナーに関するお尋ねは

TEL 876－1185
FAX 876－3795

どうぞ

�� ���

���������������� ��� �������
｢野菜｣ をテーマにした写真を募集します｡
｢野菜をつくる・収穫する・売る・買う・料理する・食べる｣ など､ あなたの生活に寄り添い､ 食卓に彩りを
添えてくれる野菜たち｡ あなたや家族､ 友達､ 仲間たちと ｢野菜｣ が一緒に写っている作品をお待ちしていま
す！ご応募いただいた作品を全て使って ｢野菜をたべよう！｣ 啓発ちらしやポスターを作成する予定です｡

・・� �
応募者全員にプレゼントがあります｡
入賞者には､ 綾川町産のおいしい野菜やお肉の豪華
賞品をプレゼント！ (協力：アグリネット綾川)����
①必ず野菜 (どんな状態でも) と人物が一緒に写っ
ている作品に限る
②応募作品を返却しないこと｡ 使用権を綾川町が有
することを承諾できる人
③１人何点でも応募可能

����
平成２５年５月１日 (水) ～７月１日 (月)����
｢住所｣・｢氏名｣・｢電話番号｣・｢年齢｣・｢作品の題
名｣・｢どんな時を写したのか簡単な解説｣ と作品を
一緒に､ �� (綾川町陶１７０２-１｢えがお｣宛まで)､
または���� (役場健康福祉課･えがお･いきいき
センターまで)､もしくは ���(egao@town.aya
gawa.lg.jp) にて提出してください｡������ � ��� ���������

��������� ���
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地域包括支援センター便り

介護や高齢者の生活に関するご相談は
地域包括支援センターへどうぞお気軽に� (８７６) １００２������ 安安安安心心心心広広広広場場場場������������������������� ����������������������� ������������������������������ どどななたたででもも

気気軽軽ににおお立立ちち寄寄りり下下ささいい｡｡���������������������������������������������������������
平成25年度 ������������

��������������������������
と き テ ー マ と 講 師��������

13�30～15�30 ��� みんなで支える介護保険制度
陶病院 院長 大原 昌樹先生�������

9�30～11�30 ��������� 高齢者の食事と栄養・健口生活
町管理栄養士・歯科衛生士 青木まゆみ先生�������

13�30～15�30 高齢者のこころとからだ～医師からのメッセージ～
精神科医師 早原 敏之先生��������

13�30～15�30 ��������� 簡単介護予防体操と介護実習
健康運動指導士 広瀬 豊先生�������

10�30～15�30 施設見学��������
13�30～15�30 認知症になってもだいじょうぶ！

～認知症家族の会からのメッセージ～
認知症家族の会 夕映えの会 藤田 浩子先生��������

13�30～15�30 高齢になってもだいじょうぶ！
シルバー生活を充実生活に！
四国学院大学 島影 俊英 先生����� ��� まちづくりのために～介護サポート活動のご案内

綾川町地域包括支援センター

お願い
全コース続けて参加されることを
お願いしています｡ 尚､ 受講後は
綾川町介護予防サポーターに登録
されます｡

���� � � � �
����������

この講座は､ 介護予防サポー
ターを養成することを目的とし､
いきいきとえがおで暮らすため
に､ 高齢になっての生き方・過
ごし方を学び､ ご自身や家族の
介護予防､ さらには地域での支
えあいについて学ぶ講座です｡��������� ��� ���������� ���������������������

高齢者が介護保険施設などでボランティア活動を行った場合に､ その実績に応じてポイントが付与されます｡
そしてそのポイントが､ 本人の申し出により換金等ができる仕組みです｡ 昨年度は約80名の方が登録され
ました｡ 今年度､ ボランティア活動を希望される方は､ 是非登録してください｡���������

① 登録ご希望の方は､ 地域包括支援センターにて
登録申請をします｡
② 受け入れ機関として登録されている介護施設な
どの紹介を受け､ ボランティア活動を行います｡
③ ボランティア活動1時間につき1スタンプがつき
ます｡ (但し1日2スタンプまでです)
④ ポイント数に応じて年度終了後に換金ができま
す｡ (詳しくはお問い合わせください)

����������������
本町に在住する65歳以上の方で､ 要介護
認定・要支援認定を受けていない方､ も
しくは介護予防サポーターとして委嘱さ
れた方で､ 要介護・要支援認定を受けて
いない方が対象です｡����������������� � ����� ��������� ���������� ���������




























